
都立高等学校における
通級による指導について

高等学校に在籍する発達障害のある生徒の自立に向けた取組や課題
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東京都特別支援教育推進計画（第二期） 第二次実施計画の策定

◆都の特別支援教育の方向性を示す計画期間11年間の長期計画 (H29～R9年度)
◆併せて、具体的な取組等の内容を明らかにする５年間の第一次実施計画を策定 (H29～R3年度)
◆基本理念
共生社会の実現に向け、障害のある幼児・児童・生徒の
自立を目指し、一人一人の能力を最大限に伸長して、
社会に参加・貢献できる人間を育成

◆施策の方向性
基本理念の実現に向け、右の方向性に沿って施策を推進

東京都特別支援教育推進計画(第二期) 

方向性Ⅰ 特別支援学校における特別支援教育の充実

方向性Ⅱ 小学校､中学校及び都立高校等における特別支援教育の充実

方向性Ⅲ 変化・進展する社会に対応した特別支援教育の推進

方向性Ⅳ 特別支援教育を推進する体制の整備・充実

学習指導要領の改訂
・インクルーシブ教育システムの推進による学びの連続性の重視
ＧＩＧＡスクール構想
・一人１台端末と通信ネットワークの一体的な整備
中央教育審議会答申｢『令和の日本型学校教育』の構築を目指して｣
・連続性のある多様な学びの場の一層の充実・整備

国の動向
「未来の東京」戦略
・共生社会「インクルーシブシティ東京」の実現
・多様な学びの場を備えたインクルーシブな教育を推進
東京都教育施策大綱
・柔軟な仕組みによる多様な学びの場を創出
東京2020大会の開催とオリンピック・パラリンピック教育のレガシー
・開催による共生社会への機運の拡大と、レガシーとしての教育活動の推進

都の動向

① 第一次実施計画に基づく取組の成果を踏まえ、更なる充実に向けた取組を一層推進
② 特別支援学校の在籍者数の将来推計の結果を踏まえて、都立特別支援学校の適正な規模と配置などの取組を着実に推進
③ 社会状況の変化等に対応するため、以下の３点の施策に重点的に対応
インクルーシブな教育の推進 医療的ケア児への支援の充実 デジタルを活用した教育の推進

全ての学びの場における特別支援教育を充実

障害のある幼児・児童・生徒一人一人の能力を最大限に伸長し、それぞれの状況に応じた自立や社会参加を促進
⇒ 共に学び支え合う共生社会「インクルーシブシティ東京」の実現を目指す

これまでの取組の成果や社会状況の変化等を踏まえ、令和３年度末に
令和４年度から令和６年度までを期間とする第二次実施計画を策定

東京都特別支援教育推進計画(第二期) 第二次実施計画の策定・公表

特別支援教育推進計画（第二期）[長期計画]（期間：H29〜R9）
第一次実施計画
（H29～R3）

第二次実施計画
（R4～R6）

第三次実施計画
（R7～R9）
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都立高校の通級による指導

発達障害の可能性のある生徒は
全日制であれば、40人に1人
定時制であれば、7人に1人は在籍

全ての学校、学年、学級に発達障害
のある生徒が在籍しているという認
識のもと、通級による指導だけでな
く、在籍学級などを含む学校全体で
組織的に取組を進める必要

3

3



都立高校の通級による指導

 以下を全て満たす生徒
① 都立高等学校に在籍する生徒
② 知的障害がなく、発達障害等があり、通常の授業におおむね参加でき、一部、障
害に応じた特別な指導を必要とする生徒

③ 生徒本人と保護者が通級による指導を希望し、かつ、学校及び東京都教育委員会
に指導が必要であると認められた生徒

対象生徒

対象校
 全ての都立高等学校・中等教育学校後期課程
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都立高校の通級による指導

 担当教員は対象生徒が在籍する学校の教員（教科問わず）
 外部人材（高校通級支援員）とのティームティーチングの形式を基本とする。

指導体制

指導内容
 「自立活動」の内容を参考とし、生徒一人一人について具体的な内容を定める。

 特別の教育課程を編成し、高等学校の教育課程に加えて、又は選択教科・科目の
一部に替えて実施している。

教育課程
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都立高校の通級による指導

 通級による指導に係る連携事業者を募集
① 連携事業者による発達障害等のある生徒に対する指導の経験やノウハウ等のある
人材の推薦（高校通級支援員）

② 都立高等学校の生徒に対して、連携事業者が支援した通級による指導に係る教材
や事例等の東京都教育委員会との共有及び共有後の都立高等学校への普及

③ 発達障害等のある生徒に対する指導の経験やノウハウ等の専門性の向上

 学校への支援
通級による指導（授業）への支援のほか、授業前の教材（授業）準備、授業後の記録
作成、学校に対する指導内容の提案や解説等

外部人材との連携
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様々なタイプの都立高校
校種 校数 特色

総合学科高校 10 多様な科目を開設して、普通教育と専門教育を総合的に行う学校で、多様な能力・適性等に対応した柔
軟な教育を行う。

単位制高校 12
[1] 個性や特性、進路希望に対応した特色型
[2] 進学重視型
[3] 専門高校型

科学技術高校 2 先端的な科学技術を学び、理工系や薬学系の大学への進学を目指す専門高校

産業高校 2 地域の産業界と連携し、生産（ものづくりの基礎）から流通（ビジネスに関わる企業活動の動き）・消
費までの過程における関連性などを総合的に学習する専門高校

進学型商業高校
（ビジネスコミュ
ニケーション科）

2 ビジネスに関して基礎的・基本的な知識・技能を修得し、将来国際社会で活躍できるスペシャリストを
育成するために、大学等に進学し、継続して学習することを前提とした専門高校

総合芸術高校 1 我が国の芸術文化を支えていく、高度な専門性と幅広い教養、豊かな感性を備えた人材を育成するため
に設置された、都立高校唯一の芸術学科単独の専門高校

昼夜間定時制高校
（単位制） 6 単位制で昼夜開講多部制の高校である。様々な進路希望に対応した多様で弾力的な教育を行っており、

3年での卒業も可能である。

チャレンジスクール
（定時制･総合学科） 6 小・中学校時代に不登校経験を持つ生徒や長期欠席等が原因で高校を中途退学した者等を主に受け入れ

る総合学科・三部制(午前部・午後部・夜間部)の高校で、他部履修により3年での卒業も可能とする。

エンカレッジスクール 6
小・中学校で十分能力を発揮できなかった生徒のやる気を育て、頑張りを励まし、応援する学校として、
社会生活を送る上で必要な基礎的・基本的学力を身に付けることを目的として、既設校の中から指定。
基礎・基本を徹底するとともに体験学習を重視
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み

 平成19年「新たなタイプの定時制高校」として開課程
 昼夜間（三部制）定時制・単位制
 令和3進路実績

進学（大学・短大22％、専門学校35％）、就職25％、その他18％
 地域のセーフティネットとして多様な生徒が学んでいる
（不登校、発達障害、知的障害、精神障害、被虐待、生活困窮、
外国ルーツ、セクシュアルマイノリティ、高齢など）

荻窪高等学校について
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み

 分掌・総合支援部（教員6名、養護教諭2名）
 スクールカウンセラー
 ユースソーシャルワーカー4名（週2回来校）
 精神科校医（月1回来校）
 日本語指導外部人材（日本語教師、地域ボランティア、授業サポート）
 非常勤介助職員

荻窪高等学校の生徒支援体制
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み

 令和３年度から、教員が外部人材（高校通級支援員）とともに指導する体制が整
備され、全都立高校で通級による指導が実施可能に

 本校では令和2年度2学期末に全校生徒へ案内を配布、希望者を募る。
 他部選択（選択教科・科目の一部に替える）で1年次には1単位、2年次以上には2
単位を原則として設定し実施。

 通級利用希望者に対し、東京都特別支援教育心理士派遣事業を活用し、発達検査
実施（WISC、WAIS）（過去に受けた検査結果を提出した生徒もいた。）

通級による指導までの準備
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み

 高校通級支援員は連携事業者Grow-S（首都圏で「さくらんぼ教室」を運営、都教
委主催の「コミュニケーションアシスト講座」受託事業者）から派遣を依頼。

 担当教員と高校通級支援とのティームティーチングで実施。
主は担当教員で高校通級支援員には専門的見地から教材、指導内容等について支援を受ける。
 普段接している本校教員が主になることで、生徒は安心して授業を受けられる。
 担当以外の教員との連携がとりやすくなる。

外部人材（高校通級支援員）との連携
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み
アセスメント

アプリの
結果
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み
教材
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み
教材
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み
教材
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み
教材 野菜の栽培、地域との連携
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荻窪高等学校の通級による指導の取組み

 通級の指導を必要とする生徒をどのように受講につなげるか
 申請に係る発達検査の日程調整、心理士の手配、検査キットの調達など
 担当教員の負担
 時間割の編成と教室の確保
 発達の特性がありながら知的障害や不登校傾向がある生徒への支援
 外部人材（高校通級支援員）による支援を前提に行っている。

課題
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令和4年度から開始

高校の発達障害教育を推進するため、経験やノウハウを
有する特別支援学校が高校を支援する

「都立学校発達障害教育推進エリアネットワーク」
（通称：都立版エリアネットワーク）を構築し、

地区ごとに特別支援学校（地区拠点校)が高校を支援
全体の拠点となる特別支援学校(=中野特別支援学校)に
高い専門性をもつ教員を配置し、全都立学校を支援

発達障害のある生徒などの特別な支援を必要とする生
徒は、全ての学校・学年・学級に在籍しているという認
識を共有し、それぞれの役割に応じ、学校として発達障
害のある生徒を支援していく必要

学校経営支援
センター

学校経営支援
センター

学校経営支援
センター

高校 高校 高校

地区拠点校
=特別支援学校

エリアネットワーク拠点校
＝中野特別支援学校

都立学校発達障害教育推進エリアネットワーク
（通称：都立版エリアネットワーク）のイメージ

高校 高校 高校 高校 高校 高校

地区拠点校
=特別支援学校

地区拠点校
=特別支援学校

上手く友達と話しが
できないなぁ

友達と少しずつ
話しができるよう
になってきた！

高校の先生が
生徒の状況を
確認し支援につ
いて検討
（生徒・保護者と、
合意形成）

高校の先生が
地区拠点校の
特別支援学校
に相談

地区拠点校の先
生がエリアネット
ワーク拠点校の
先生に相談

エリアネットワーク
拠点校の先生が地
区拠点校の先生に
助言・支援

地区拠点校の特
別支援学校が高
校の先生に助言・
支援

高校の先生が生
徒・保護者に支援
方針を伝え合意
形成の上、支援を
開始

エリアネットワーク拠点校と地区拠点校とが連携した発達障害のある生徒への支援フローのイメージ例

都立学校発達障害教育推進エリアネットワーク
全ての都立高校において指導の充実を目指す。
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○発達障害のある生徒への適切な指導・支援は、通級による指導のみで
完結するものではなく、通常の学級での支援や配慮、工夫などが必要

○例えば、生徒が、通級による指導などで指導を受けた内容を通常の学
級で実践できたとき、担任などが機を逸することなく、児童・生徒を
評価したり褒めたりすることが大切

○発達障害を含む特別な支援を必要とする生徒は、どの学校、学年、学
級にも必ず在籍しているという認識に立ち、教職員が協力して取り組
む必要

発 達 障 害 教 育 の 充 実 に よ る 生 徒 へ の 支 援

関係機関とも協力しながら、生徒の将来の自立に向け取組を推進
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ご清聴ありがとうございました。
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